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財
源
確
保
に
基
づ
く
高
校
無
償
化
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
公
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
、
私
立
高
校
に
就
学
支
援
金
の
実
施
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

有
効
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
給
付
に
所
得
制
限
が
な
い
こ
と
が
最
大
の
欠
陥
で
あ
り
、
公
私
間
格
差
を
余
計
に

助
長
し
、
公
立
高
校
が
無
償
で
私
立
高
校
の
み
授
業
料
を
支
払
う
と
な
れ
ば
、
結
果
と
し
て
公
私
の
不
公
平
感
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
ま
る
こ
と
は
当
初
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
財
源
に
つ
い
て
、
昨
年
、
「
特
例
公
債
を
発
行
可
能
と
す
る
た
め
の

法
案
」
に
お
い
て
、
政
府
民
主
党
は
思
考
停
止
に
陥
り
、
そ
の
対
処
を
大
幅
に
遅
ら
せ
、
同
年
八
月
九
日
、
自
・
公
・
民
三
党

の
確
認
書
を
交
わ
し
、
「
高
校
無
償
化
の
平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
政
策
効
果
の
検
証
を
も
と

に
、
必
要
な
見
直
し
を
検
討
す
る
。
」
と
し
た
。
そ
の
後
、
本
年
二
月
十
七
日
か
ら
計
十
一
回
に
わ
た
っ
て
三
党
の
実
務
者
協

議
が
行
わ
れ
た
が
、
政
府
民
主
党
は
、
我
が
自
由
民
主
党
の
主
張
す
る
「
所
得
制
限
の
導
入
に
よ
る
財
源
の
活
用
」
に
つ
い

て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
、
制
度
の
理
念
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
「
特
定
扶
養
控
除
を
縮
減
さ

せ
る
」
と
い
う
苦
し
い
代
案
を
示
し
、
協
議
は
事
実
上
決
裂
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
、
特
定
扶
養
控
除
の
縮
減
に
よ
り
生
じ
た
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
一
・
五
倍
加
算
の
基
準
の
変
更
な
ど
で
混
乱

し
て
い
る
が
、
こ
の
期
に
及
ん
で
は
、
高
校
授
業
料
無
償
化
に
、
年
収
七
百
万
円
以
上
の
所
得
制
限
を
設
け
、
約
二
千
億
円
の

一



財
源
を
確
保
し
た
上
、
公
立
高
校
授
業
料
相
当
額
の
「
就
学
援
助
給
付
金
」
を
公
私
問
わ
ず
支
給
し
、
さ
ら
に
私
立
高
校
生
に

お
い
て
は
、
公
私
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
公
私
に
お
け
る
授
業
料
の
差
額
分
を
支
給
、
授
業
料
以
外
に
お
け
る
入
学
時
の

学
校
納
付
金
な
ど
、
低
所
得
の
世
帯
の
就
学
を
支
援
す
る
た
め
、
返
済
不
要
で
あ
る
「
給
付
型
奨
学
金
」
を
公
私
問
わ
ず
支
給

す
る
こ
と
が
、
迷
え
る
政
府
民
主
党
に
対
す
る
真
の
教
育
費
負
担
軽
減
策
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

高
校
授
業
料
無
償
化
に
関
し
て
、
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す

れ
ば
、
給
付
対
象
を
一
定
の
所
得
以
下
に
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
明
白
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
一
律
に
給
付
し
た
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
が
、
こ
の
際
何
故
必
要
な
の
か
不
可
解
で
あ
る
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

拘
泥
す
る
こ
と
以
外
に
お
い
て
の
根
拠
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
明
確
な
見
解
如
何
。

三

本
年
二
月
十
七
日
か
ら
の
三
党
の
実
務
者
協
議
で
は
、
そ
の
政
策
効
果
の
検
証
に
お
い
て
、
政
府
民
主
党
は
、
「
経
済
的

理
由
に
よ
る
中
退
者
数
が
減
少
、
高
校
中
退
者
の
再
入
学
が
増
加
し
た
」
と
嘯
い
て
い
る
が
、
生
徒
全
体
の
三
割
を
私
立
高

校
が
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
公
私
間
格
差
を
解
消
し
、
保
護
者
の
経
済
力
に
拘
わ
ら
ず
、
生
徒
の
意
欲
・
能

力
に
応
じ
て
学
校
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二



四

一
〜
三
に
関
連
し
、
現
状
に
お
い
て
は
、
公
立
が
無
償
で
私
立
の
み
授
業
料
を
支
払
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
公
私
の
不

公
平
感
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
最
も
大
き
な
問
題
は
、
給
付
に
所
得
制
限
が
な
い
こ
と

で
あ
り
、
公
私
間
格
差
の
是
正
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
高
校
授
業
料
無
償
化
に
所
得
制
限
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
公
私
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
所
得
制
限
の
導
入
に
よ
る
財
源
を
確
保
し
た
上
、
公
立
高
校
授
業
料
相

当
額
の
「
就
学
援
助
給
付
金
」
を
公
私
問
わ
ず
支
給
、
私
立
高
校
生
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
優
先

順
位
を
つ
け
、
公
私
に
お
け
る
授
業
料
の
差
額
分
を
支
給
し
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
よ
り
厚
く
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

一
〜
五
に
関
連
し
、
今
回
、
特
定
扶
養
控
除
の
縮
減
に
よ
り
生
じ
た
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
一
・
五
倍
加
算
の
基

準
の
変
更
な
ど
で
混
乱
し
て
い
る
が
、
低
所
得
の
世
帯
に
と
っ
て
、
授
業
料
以
外
の
費
用
、
即
ち
入
学
時
の
学
校
納
付
金
が

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
低
所
得
の
世
帯
の
就
学
を
支
援
す
る
た
め
、
所
得
制
限
の
導
入
に
よ
る
財
源
を
確
保
し
た

上
、
返
済
不
要
で
あ
る
「
給
付
型
奨
学
金
」
を
公
私
問
わ
ず
支
給
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

六
に
関
連
し
、
私
立
高
校
に
お
け
る
授
業
料
の
減
免
措
置
に
対
す
る
都
道
府
県
の
補
助
事
業
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

三



て
、
各
都
道
府
県
の
判
断
に
よ
り
行
わ
れ
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、
自
治
体
間
の
就
学
支
援
策
に
大
幅
な
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
国
と
し
て
、
格
差
是
正
の
た
め
、
「
給
付
型
奨
学
金
制
度
」
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


